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１戦
後
長
ら
く
の
間
、
独
立
し
た
研
究
領
域
と
し
て
承
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
日

本
に
お
け
る
台
湾
史
研
究
の
環
境
は
、
こ
こ
二
〇
年
の
間
に
大
き
く
変
化
し
た
。

一
九
九
八
年
に
は
日
本
台
湾
学
会
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
度
以
降
の
「
回
顧
と

展
望
」（『
史
学
雑
誌
』）
に
は
新
た
に
「
台
湾
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
た
。
台
湾
を

分
析
対
象
と
す
る
学
術
論
文
や
学
術
書
の
刊
行
も
急
増
し
た
。
こ
の
二
〇
年
の
間
に

台
湾
史
研
究
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
た
だ
し
、
別
の
機
会
に
記
し
た
よ
う

に
、
こ
の
進
展
を
牽
引
し
た
の
は
教
育
史
と
文
学
史
を
軸
と
す
る
文
化
史
研
究
で

あ
っ
た
（
谷
ヶ
城
秀
吉
「『
植
民
地
台
湾
の
経
済
と
社
会
』
の
刊
行
に
際
し
て
」『
評

論
』
No. 

184
、
二
〇
一
一
年
七
月
）。
許
世
楷
、
戴
國
煇
、
若
林
正
丈
、
春
山
明
哲
、

凃
照
彦
、
劉
進
慶
、
波
形
昭
一
ら
に
よ
っ
て
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
切
り
開
か
れ

た
政
治
史
・
経
済
史
の
研
究
分
野
は
、
文
化
史
研
究
分
野
の
隆
盛
と
は
対
照
的
な
停

滞
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
政
治
史
研
究
の
分
野
で
は
近
年
、
従
来
の
研
究
を
塗
り
替
え
う
る
重

厚
な
成
果
が
提
出
さ
れ
、
再
生
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
浅
野
豊
美
『
帝
国
日
本
の

植
民
地
法
制
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
岡
本
真
希
子
『
植
民
地
官

僚
の
政
治
史
』（
三
元
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
西
英
昭
『『
臺
灣
私
法
』
の
成
立
過
程
』

（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、

経
済
史
研
究
の
分
野
は
依
然
と
し
て
低
調
な
状
態
に
あ
る
。
北
波
道
子
『
後
発
工
業

国
の
経
済
発
展
と
電
力
事
業
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）、
河
原
林
直
人
『
近
代

ア
ジ
ア
と
台
湾
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
三
年
）
以
降
、
台
湾
経
済
史
を
対
象
と

し
た
単
著
の
刊
行
は
途
絶
し
て
い
る
。
顕
著
な
発
展
を
見
た
台
湾
史
研
究
に
お
い
て

経
済
史
研
究
の
分
野
は
、
今
や
傍
流
に
転
落
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

本
書
の
筆
者
は
、
台
湾
と
の
民
間
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
外
務
省
と
通
商
産
業

省
（
現
経
済
産
業
省
）
が
設
立
し
た
財
団
法
人
交
流
協
会
の
研
究
支
援
事
業
に
よ
っ

て
台
湾
に
留
学
し
、
こ
の
間
に
収
集
し
た
資
料
に
基
づ
く
成
果
に
よ
っ
て
第
四
回
日

本
台
湾
学
会
賞
を
受
賞
（
受
賞
論
文
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
台
湾
拓
殖
会
社
の
金

融
構
造
」『
日
本
台
湾
学
会
報
』
第
七
号
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
し
た
、
新
進
気
鋭

の
台
湾
経
済
史
研
究
者
で
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
側
の
研
究
者
と
も
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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台
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力
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地
工
業
化
と
資
本
市
場
』



不
可
欠
な
「
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
資
本
市
場
の
未
熟
性
を
補
完
し
た
…
（
略
）
…

日
本
内
地
の
資
本
市
場
」（
一
一
頁
）
の
意
義
を
理
解
し
え
な
い
と
す
る
批
判
で
あ

る
。
第
二
に
、「
国
民
党
政
権
に
よ
る
台
湾
人
収
奪
シ
ス
テ
ム
構
築
論
」（
五
頁
）
に

彩
ら
れ
た
北
波
の
視
角
は
、「
一
業
一
社
と
い
う
高
度
に
集
中
し
て
い
た
公
営
企
業

独
占
体
制
」
に
よ
っ
て
な
し
遂
げ
ら
れ
た
「
重
化
学
工
業
を
土
台
と
し
た
輸
入
代
替

工
業
化
へ
と
向
か
う
軌
跡
」（
六
頁
）
を
把
握
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
台

湾
史
を
め
ぐ
る
近
年
の
研
究
で
は
、「
台
湾
」と
い
う
空
間
を
強
く
注
視
す
る
あ
ま
り
、

植
民
地
と
し
て
台
湾
を
支
配
し
た
日
本
や
国
民
党
政
権
に
よ
る
「
上
か
ら
の
開
発
」

の
内
実
を
所
与
と
し
て
処
理
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
る
（
須
永
徳
武
・
谷
ヶ
城
秀
吉

「
課
題
と
視
角
」
老
川
慶
喜
・
須
永
徳
武
・
谷
ヶ
城
秀
吉
ほ
か
編
『
植
民
地
台
湾
の

経
済
と
社
会
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
の
試
み

は
、「
上
か
ら
の
開
発
」
に
綿
密
な
点
検
を
加
え
る
こ
と
で
こ
れ
を
再
評
価
し
つ
つ
、

「
下
か
ら
の
発
展
」
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
視
角
は
、
分
厚
い
層

を
な
し
つ
つ
あ
る
「
下
か
ら
の
発
展
」
に
注
目
す
る
研
究
に
よ
り
明
確
な
研
究
上
の

意
義
を
付
与
し
う
る
と
い
う
点
に
お
い
て
貴
重
な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
本
書
は
、
重
化
学
工
業
の
発
展
基
盤
と
な
る
電
力
の
供
給

を
担
っ
た
台
湾
電
力
株
式
会
社
（
以
下
、
台
湾
電
力
）
に
分
析
対
象
を
絞
り
、
電
力

需
要
が
拡
大
す
る
過
程
を
同
社
の
資
金
調
達
の
問
題
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
議
論
し

た
。
そ
の
際
、「
既
存
の
電
力
需
要
に
対
し
て
過
剰
な
発
電
容
量
を
も
た
ら
す
大
規

模
電
源
開
発
へ
投
資
さ
れ
る
資
金
が
、
な
ぜ
資
本
市
場
か
ら
調
達
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
の
か
」（
一
一
頁
）
と
立
論
し
た
う
え
で
、「
電
源
開
発
に
要
す
る
資
金
の

資
本
市
場
か
ら
の
調
達
の
可
否
は
、
電
源
開
発
を
担
う
台
湾
電
力
会
社
の
収
益
性
や

資
金
償
還
計
画
に
対
す
る
資
本
市
場
の
評
価
が
規
定
し
て
い
た
」（
一
二
頁
）
と
す

る
因
果
関
係
を
仮
説
的
に
設
定
し
、
議
論
を
進
め
て
い
る
。

ク
を
持
つ
筆
者
は
、
台
湾
で
最
も
著
名
な
日
本
人
台
湾
経
済
史
研
究
者
の
一
人
で
も

あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
本
書
は
、
停
滞
す
る
台
湾
経
済
史
研
究
を
活
性
化
さ

せ
る
起
爆
剤
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
書
の
構
成
と
概
要
を

紹
介
し
つ
つ
、
本
書
が
持
つ
意
義
や
問
題
に
つ
い
て
批
評
し
た
い
。

２本
書
は
、
序
章
・
終
章
を
含
め
八
つ
の
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
分
析
の

対
象
と
な
る
期
間
は
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
の

約
三
〇
年
間
で
あ
る
。

　
　

序　

章　

課
題
と
視
角

　
　

第
１
章　

第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
電
力
市
場
と
大
容
量
水
力
開
発
計
画

　
　

第
２
章　

１
９
２
０
年
代
に
お
け
る
大
容
量
水
力
開
発
計
画
と
資
金
調
達

　
　

第
３
章　

１
９
３
０
年
代
前
半
に
お
け
る
電
力
多
消
費
型
産
業
の
勃
興

　
　

第
４
章　

１
９
３
０
年
代
後
半
に
お
け
る
電
力
産
業
の
展
開

　
　

第
５
章　

１
９
４
０
年
代
前
半
に
お
け
る
電
力
産
業
と
電
力
多
消
費
型
産
業

　
　

第
６
章　

戦
後
復
興
期
に
お
け
る
電
力
市
場
の
再
編
成

　
　

終　

章　

不
均
整
成
長
と
資
本
市
場

ま
ず
、
序
章
「
課
題
と
視
角
」
に
お
い
て
筆
者
は
、
先
行
研
究
の
整
理
・
批
判
か

ら
本
書
の
課
題
を
導
い
て
い
る
。
本
書
は
、
観
察
対
象
や
時
期
が
重
複
す
る
北
波
道

子
『
後
発
工
業
国
の
経
済
発
展
と
電
力
事
業
』
を
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
掲

げ
、
乗
り
越
え
る
べ
き
研
究
と
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。
筆
者
の
批
判
は
、
次
の

二
点
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
台
湾
人
の
活
発
な
経
済
活

動
を
強
調
す
る
北
波
の
成
果
で
は
、
重
化
学
工
業
が
勃
興
す
る
過
程
に
お
い
て
必
要
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て
得
ら
れ
た
知
見
で
あ
り
、
研
究
史
上
の
顕
著
な
新
規
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

第
３
章
「
１
９
３
０
年
代
前
半
に
お
け
る
電
力
多
消
費
型
産
業
の
勃
興
」
お
よ
び

第
４
章
「
１
９
３
０
年
代
後
半
に
お
け
る
電
力
産
業
の
展
開
」
は
、
日
月
潭
発
電
所

が
稼
働
し
た
一
九
三
〇
年
代
の
台
湾
に
お
け
る
電
力
多
消
費
型
産
業
の
展
開
を
論
じ

て
い
る
。
ま
ず
第
３
章
で
は
、
金
輸
出
再
禁
止
に
伴
っ
て
生
じ
た
外
債
の
為
替
差
損

を
内
債
低
利
借
換
と
日
月
潭
事
業
工
事
費
の
圧
縮
に
よ
っ
て
乗
り
切
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
つ
つ
、
新
た
な
産
業
と
し
て
登
場
し
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
業
の
台
湾
進
出
が

電
力
需
要
を
加
速
度
的
に
増
大
さ
せ
た
こ
と
を
示
し
た
。
つ
づ
い
て
第
４
章
で
は
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
電
力
需
要
の
急
増
に
対
す
る
台
湾
電
力
の
対
応
に
つ

い
て
検
証
し
た
。
こ
こ
で
筆
者
は
、
日
本
ア
ル
ミ
の
台
湾
進
出
を
契
機
と
し
て
台
湾

電
力
の
株
価
が
額
面
を
回
復
し
た
こ
と
で
日
月
潭
第
二
発
電
所
建
設
に
要
す
る
資
金

を
株
式
市
場
か
ら
調
達
し
え
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
電
力
産
業
と
電
力
多
消
費

型
産
業
と
の
補
完
性
が
確
立
す
る
見
通
し
が
た
っ
た
」（
一
五
八
頁
）
と
指
摘
し
て

い
る
。

第
５
章
「
１
９
４
０
年
代
前
半
に
お
け
る
電
力
産
業
と
電
力
多
消
費
型
産
業
」
と

第
６
章
「
戦
後
復
興
期
に
お
け
る
電
力
市
場
の
再
編
成
」
は
、
日
本
の
敗
戦
を
画
期

と
す
る
一
九
四
〇
年
代
を
対
象
と
し
て
主
に
電
力
需
要
構
造
の
変
化
を
跡
づ
け
て
い

る
。
第
５
章
で
は
、
航
空
機
関
連
産
業
に
代
表
さ
れ
る
軍
需
に
基
づ
く
電
力
多
消
費

型
産
業
の
急
速
な
発
展
に
よ
っ
て
電
気
を
供
給
す
る
台
湾
電
力
の
株
価
も
上
昇
し
、

株
式
市
場
に
お
け
る
資
金
調
達
が
容
易
と
な
っ
た
こ
と
、
た
だ
し
、
電
力
需
要
の
増

加
に
対
応
し
て
一
九
四
〇
年
代
に
策
定
さ
れ
た
電
源
開
発
事
業
の
多
く
が
未
完
成
の

ま
ま
に
放
置
さ
れ
、
の
ち
に
中
華
民
国
国
民
政
府
に
接
収
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
第
６
章
で
は
、
一
九
四
五
年
以
降
に
お
け
る
電
力
需
要
の
構
造
変
化
と
そ

の
対
応
が
示
さ
れ
た
。
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
台
湾
は
中
国
経
済
圏
に
再
び
編
入
さ

本
書
の
本
論
と
な
る
第
１
章
か
ら
第
６
章
の
議
論
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
１

章
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
電
力
市
場
と
大
容
量
水
力
開
発
計
画
」
は
、
大
容
量

水
力
発
電
と
遠
距
離
高
圧
送
電
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
発
送
電
コ
ス
ト
の
抑
制

を
企
図
し
た
台
湾
総
督
府
の
日
月
潭
電
源
開
発
計
画
と
そ
の
中
断
を
検
討
し
て
い

る
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
農
産
加
工
品
の
対
日
移
出
拡
大
を
軸
と
す
る
台
湾
島
内
の
電

力
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
台
湾
電
力
の
収
益
性
は
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
堅
調
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
予
期
さ
れ
る
電
力
需
要
に
対
す
る
過
大
な
電
源
開
発
計
画
が
社

債
引
受
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
に
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
台
湾
電
力
の
資
金
調
達
は

一
九
二
〇
年
代
の
不
況
と
相
ま
っ
て
困
難
に
直
面
し
た
と
指
摘
し
た
。

第
２
章
「
１
９
２
０
年
代
後
半
に
お
け
る
大
容
量
水
力
開
発
計
画
と
資
金
調
達
」

は
、
日
月
潭
電
源
開
発
計
画
再
開
の
契
機
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
市
場
に
お

け
る
電
力
外
債
の
発
行
過
程
を
『
津
島
寿
一
文
書
』
な
ど
の
一
次
資
料
に
基
づ
い
て

丹
念
に
再
現
し
て
い
る
。
評
者
は
、
台
湾
電
力
に
よ
る
外
債
発
行
の
意
義
は
、
①
五

大
電
力
（
東
京
電
灯
、
東
邦
電
力
、
大
同
電
力
、
宇
治
川
電
気
、
日
本
電
力
）
以
外

の
電
力
会
社
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
、
②
五
大
電
力
の
発
行
条
件
に
比
し
て
利
率

（
五
・
五
％
）・
償
還
期
間
（
四
〇
年
）
の
面
で
好
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
政
府
保

証
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
の
三
点
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
殊
な
外

債
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
北
波
は
、
フ
ー
バ
ー
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
起

因
す
る
発
行
市
場
の
景
気
好
転
と
台
湾
の
中
小
零
細
企
業
に
よ
る
堅
調
な
電
力
需
要

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
①
電
灯
・
小
口
動
力
用
需
要
の
自
然
増

加
分
の
み
を
組
み
込
ん
だ
堅
実
か
つ
現
実
的
な
資
金
償
還
計
画
、
②
外
債
発
行
を
通

じ
た
正
貨
補
充
に
よ
っ
て
金
本
位
制
の
復
帰
・
維
持
を
目
論
む
井
上
準
之
助
蔵
相
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
③
日
本
の
金
本
位
制
維
持
を
支
持
す
る
モ
ル
ガ
ン
商
会
の
政
治
的

行
動
、
の
三
つ
に
要
因
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
は
本
書
に
よ
っ
て
は
じ
め
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究
の
現
状
と
課
題
』
ア
テ
ネ
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
九
～
一
三
〇
頁
）。
こ
の
分

類
に
従
え
ば
、
本
書
は
③
の
研
究
群
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
戦
前
・
戦
後

の
「
断
絶
」・「
連
続
」
を
熱
心
に
議
論
し
た
日
本
経
済
史
・
経
営
史
研
究
で
は
、
現

在
で
は
戦
前
の
平
時
経
済
と
戦
後
の
そ
れ
を
結
び
つ
け
る
日
中
戦
争
期
か
ら
ド
ッ

ジ
・
ラ
イ
ン
ま
で
の
約
一
五
年
間
を
統
制
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
括
り
う
る
一
つ
の

時
期
と
し
て
把
握
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
た
（
た
と
え
ば
、
石
井
寛
治
・
原
朗
・
武

田
晴
人
編
『
日
本
経
済
史
４
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）。
そ
う
し
た
把

握
に
よ
っ
て
戦
後
改
革
に
よ
る
変
革
の
大
き
さ
は
、
変
革
を
経
路
依
存
的
に
規
定
す

る
統
制
経
済
の
あ
り
方
と
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
帝
国
日
本
の
旧

植
民
地
な
い
し
勢
力
圏
を
対
象
と
す
る
場
合
に
も
そ
う
し
た
把
握
は
あ
り
う
る
。
事

実
、
松
本
俊
郎
の
諸
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
優
れ
た
業
績
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
台
湾
を
対
象
と
し
た
経
済
史
研
究
で
は
、
経
済
史
研

究
そ
れ
自
体
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
迷
傾
向
に
あ
る
と
い
う
大
状
況
と
も
相
ま
っ
て
上

述
の
意
識
に
基
づ
く
成
果
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
本
書
の
意
義
は
、
現
代
の
台
湾

経
済
を
考
え
る
う
え
で
必
須
と
な
る
③
の
研
究
を
豊
富
化
し
た
点
に
求
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

帝
国
日
本
の
旧
植
民
地
な
い
し
勢
力
圏
を
対
象
と
し
た
歴
史
研
究
が
抱
え
る
問
題

の
一
つ
と
し
て
、
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
企
業
の
分
析
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
企
業
活
動
に
言
及
す
る
若
干
の
研
究
の
場
合
も
、
そ
の
活
動
の
前
提

と
な
る
資
金
調
達
の
問
題
は
お
お
む
ね
看
過
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
政
府
が
出
資
す

る
台
湾
電
力
や
台
湾
拓
殖
と
い
っ
た
国
策
会
社
な
い
し
そ
れ
に
準
じ
る
企
業
を
分

析
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
え
る
。
台
湾
経
済
史
研
究
の

古
典
的
成
果
で
あ
る
凃
照
彦
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
年
）
の
視
角
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
策
会
社
は
国
家
が
付
与
す
る
特

れ
、
台
湾
最
大
の
大
口
需
要
家
で
あ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
業
の
販
売
市
場
は
日
本

か
ら
上
海
へ
と
転
じ
た
。
し
か
し
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
に
よ
っ
て
上
海
市
場

を
喪
失
し
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
業
の
生
産
が
停
滞
す
る
一
方
、
電
力
需
要
の
大
宗

は
砂
糖
・
米
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
て
発
展
し
た
化
学
肥
料
産
業
へ
と
変
化
し

た
。
筆
者
は
、
電
力
需
要
構
造
が
急
変
す
る
過
程
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
た
政
府
な
い

し
資
源
委
員
会
の
統
制
的
な
経
済
政
策
を
高
く
評
価
し
、
一
業
一
社
の
公
営
企
業
独

占
体
制
に
支
え
ら
れ
た
政
府
主
導
の
資
源
配
分
に
戦
後
台
湾
経
済
の
発
展
要
因
を
求

め
て
い
る
。

終
章
「
不
均
整
成
長
と
資
本
市
場
」
は
、
以
上
に
示
し
た
第
１
章
か
ら
第
６
章
の

議
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
①
台
湾
電
力
に
よ
る
大
容
量
の
電

源
開
発
に
よ
っ
て
台
湾
に
対
す
る
重
化
学
工
業
へ
の
投
資
が
誘
発
さ
れ
、
電
力
産
業

と
電
力
多
消
費
型
産
業
の
補
完
性
が
確
立
し
た
、
②
そ
の
確
立
に
よ
っ
て
政
治
的
要

因
に
依
存
し
な
い
資
本
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
た
、
③
一
九
五
〇
年

代
以
降
の
台
湾
に
お
け
る
輸
入
代
替
工
業
化
も
ま
た
一
九
四
〇
年
代
ま
で
に
確
立
さ

れ
た
電
力
産
業
と
電
力
多
消
費
型
産
業
の
補
完
性
に
規
定
さ
れ
た
、
と
結
論
し
た
。

３評
者
は
以
前
、
植
民
地
期
の
台
湾
を
対
象
と
す
る
経
済
史
研
究
の
潮
流
を
、
①
植

民
地
期
に
お
け
る
台
湾
社
会
の
変
化
を
主
と
し
て
台
湾
人
の
経
済
活
動
か
ら
明
ら
か

に
す
る
研
究
群
、
②
日
本
に
よ
る
複
雑
な
支
配
実
態
の
分
析
を
通
じ
て
植
民
地
統
治

の
あ
り
方
を
経
済
的
側
面
か
ら
位
置
づ
け
る
研
究
群
、
③
植
民
地
期
と
戦
後
期
を
架

橋
し
、
台
湾
経
済
の
発
展
過
程
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
研
究
群
、
の
三

つ
に
分
類
し
た
（
谷
ヶ
城
秀
吉
「
台
湾
」
日
本
植
民
地
研
究
会
編
『
日
本
植
民
地
研
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と
は
い
え
る
。
し
か
し
、そ
の
提
示
が
台
湾
電
力
の
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

株
式
市
場
な
い
し
起
債
市
場
に
お
け
る
同
社
の
位
置
や
特
色
が
今
一
つ
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
同
業
他
社
＝
五
大
電
力
と
比
べ
て
企
業
と
し
て
の
台
湾

電
力
の
強
み
は
ど
の
点
に
あ
り
、
ど
の
点
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は

台
湾
電
力
の
発
電
コ
ス
ト
は
相
対
的
に
高
い
の
か
、
低
い
の
か
。
仮
に
高
い
の
で
あ

れ
ば
、
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
る
要
因
は
何
か
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
情
報
は
、

確
認
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、「
収
益
性
」
の
理
解
で
あ
る
。
前
言
し
た
よ
う
に
、
本
書
に
お
い
て
筆

者
は
「
な
ぜ
資
本
市
場
か
ら
〔
資
金
を
〕
調
達
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
か
」

と
立
論
し
た
う
え
で
、
台
湾
電
力
の
収
益
性
や
資
金
償
還
計
画
の
如
何
が
資
金
調
達

の
可
否
を
決
定
し
た
、
と
因
果
的
に
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
第

２
章
で
詳
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
の
、
前
者
と
資
金
調
達
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
示
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
た
。
こ
の
問
題
を
前
述
し
た
第
一
の
問
題
に
関
連
さ
せ
て

確
認
し
た
い
。

橘
川
武
郎
『
日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
年
）
一
一
四
頁
が
示
す
五
大
電
力
の
利
益
率
を
利
用
し
よ
う
。
橘
川
に
よ

る
利
益
率
の
算
出
方
法
（
＝
当
期
純
益
金
＋
償
却
金
＋
退
職
金
等
引
当
金
＋
外
債
償

還
差
損
引
当
金

÷（
前
期
末
払
込
資
本
金
＋
当
期
末
払
込
資
本
金
）

÷

２
）
と
本
書

の
そ
れ
（
＝
払
込
資
本
利
益
率
）
は
異
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
橘
川
の
算
出
方

法
に
従
っ
て
台
湾
電
力
の
利
益
率
を
算
出
す
る
。
評
者
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
台
湾
電

力
の
利
益
率
が
各
期
平
均
七
・
一
％
（
一
九
二
三
年
上
期
～
一
九
三
五
年
下
期
）
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
同
期
間
に
お
け
る
五
大
電
力
全
体
の
利
益
率
は
一
〇
・
六
％
、

主
要
地
方
五
電
力
全
体
の
そ
れ
は
一
三
・
七
％
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
台
湾
電
力
の
利
益
率
は
上
昇
傾
向
を
示
す
も
の
の
、
そ
の
水
準
は
日
本
国
内
の

権
や
保
護
に
よ
っ
て
信
用
を
高
め
、
多
額
の
資
金
を
容
易
に
調
達
し
う
る
と
み
な
さ

れ
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
与
件
が
誤
り
で
あ
る
と
し
て
近
年
で
は
、
齊
藤
直
「
戦
時
経
済
下
に
お

け
る
資
本
市
場
と
国
策
会
社
」（『
経
営
史
学
』第
四
三
巻
第
四
号
、二
〇
〇
九
年
三
月
）

や
谷
ヶ
城
秀
吉
「
戦
時
経
済
下
に
お
け
る
国
策
会
社
の
利
益
確
保
行
動
」（『
日
本
植

民
地
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
が
、
資
本
市
場
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ

て
資
金
調
達
の
如
何
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
利
益
確
保
に
向
け
た
さ
ま
ざ
な
行
動
は

資
本
市
場
か
ら
の
圧
力
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
台
湾
拓
殖
を
事
例
と
し

て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
日
本
台
湾
学
会
賞
を
受
賞
し
た
筆
者
の
前
掲
論
文
は
、
こ

う
し
た
問
題
意
識
を
持
つ
先
駆
的
研
究
で
あ
り
、
本
書
の
立
論
や
分
析
に
も
そ
れ
が

存
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
旧
植
民
地
・
勢
力
圏
に
位
置
す
る
国
策
会
社
な
い
し
そ

れ
に
準
じ
る
企
業
と
い
え
ど
も
、資
本
市
場
を
通
じ
て
民
間
資
本
を
導
入
す
る
以
上
、

資
本
市
場
か
ら
の
圧
力
を
回
避
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
政
府

が
付
与
し
た
特
権
や
保
護
を
与
件
と
せ
ず
、
資
本
市
場
の
圧
力
と
収
益
性
の
問
題
を

常
に
分
析
の
対
象
と
す
べ
き
こ
と
を
本
書
は
改
め
て
示
し
た
。
こ
れ
が
本
書
の
い
ま

一
つ
の
意
義
で
あ
る
。

４以
上
の
よ
う
な
本
書
の
学
術
的
意
義
を
高
く
評
価
し
た
う
え
で
最
後
に
本
書
を
一

読
し
て
生
じ
た
疑
問
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
本
書
の
分
析
対
象
で
あ
る

台
湾
電
力
の
姿
が
意
外
な
ほ
ど
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

本
書
に
は
分
析
に
要
す
る
詳
細
な
財
務
諸
表
や
発
電
量
、
東
京
株
式
取
引
所
に
お
け

る
株
価
の
推
移
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
企
業
情
報
を
丁
寧
に
示
し
て
い
る
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電
力
会
社
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
投
資
家
の
選
択
が
収
益
性
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
資
本
市
場
に
お
け
る
台
湾
電
力
株
の
魅
力
は
最
も

低
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
二
五
～
一
二
六
頁
で
筆
者
が
示

す
よ
う
に
、
台
湾
電
力
の
「
株
価
は
か
ろ
う
じ
て
額
面
を
維
持
す
る
水
準
」
に
す
ぎ

ず
、
一
九
三
五
年
一
〇
月
の
民
間
株
半
額
増
資
の
際
も
「
山
一
証
券
に
台
電
会
社
株

を
買
い
持
ち
し
て
も
ら
」
わ
な
け
れ
ば
増
資
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。「
新
株
は
台
湾

総
督
府
の
関
係
団
体
が
購
入
」
す
る
こ
と
で
補
完
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
同
業

他
社
に
比
し
て
相
対
的
に
低
い
収
益
性
や
株
価
は
、
資
本
市
場
を
通
じ
た
資
金
調
達

の
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
、
と
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
台
湾
電

力
の
資
金
調
達
と
収
益
性
の
関
係
は
、ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

資
金
調
達
の
過
程
で
は
、
収
益
性
以
外
の
要
因
が
強
く
効
い
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
筆
者
に
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
本
書
が
な
し
遂
げ
た
大
き
な
成
果
に
比
べ
れ
ば
外
在
的
か
つ

欠
如
論
的
な
議
論
で
あ
り
、
本
書
の
学
術
的
価
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は

な
い
。
近
年
、
台
湾
に
お
け
る
最
高
峰
の
研
究
機
関
で
あ
る
中
央
研
究
院
台
湾
史
研

究
所
が
植
民
地
期
の
歴
史
資
料
を
積
極
的
に
収
集
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
企
業

の
内
部
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
後
、
そ
う
し
た
一
次
資
料
を
用
い

た
研
究
が
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
企
業
活
動
に
関
す
る
実
証
水
準
を
飛
躍
的
に
高
め

る
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
そ
の
際
に
先
行
研
究
と
し
て
必
ず
言
及
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
地
位
に
あ
る
。
以
上
の
意
味
に
お
い
て
本
書
は
、
台
湾
経
済
史
研
究
に
従
事

す
る
者
に
と
っ
て
必
読
の
文
献
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
よ
う
。

（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
二
四
一
＋
ⅸ
頁
、
五
六
〇
〇
円
〔
税
別
〕）
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